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沿岸低地部では地下水が豊富で水面も高く、地下掘削をともなう建設工事では地下水位低下工法（水替工）が

必要となる。しかし、水替工においては周辺への地下水障害が懸念されることがあり、工法の選定は重要である。

今回、福岡市西区で建設中の下水道処理施設建設工事（流入ポンプ棟）においてスーパーウェルポイント工法（以

下、SWP 工法と言う）1）を採用し、良好な地下水位低下を得ることができた。 

本報では施工に先立ち実施した揚水試験の結果について報告する。 

１．工事概要と地下水位低下工法の選定 

対象地は今津湾に注ぐ瑞梅寺川右岸河口部の沖積低地にあり、後背地には田圃が広がり運動公園や住宅などが

続く。地表は平坦で、自然地下水面は盛土中の GL-0.5ｍ（EL+1.7m）近傍にあり潮位の影響を受ける。対象地で

は周囲を連壁で囲み、その先端部は風化花崗岩の上端に貫入させている。最深部の床付面は EL-15.6m にあり、

その直下では連壁の変形を抑制するため先行地中梁として地盤改良（t=1.5m）を行っている。対象地の平面図お

よび断面図を図１、２に示す。図１，２には連壁等のレイアウトと SWP、間隙水圧計、水位観測孔の設置状況を

示す。図２の断面図には地層および透水係数を示す。地層境界の点線は対象地の平均的な標高を示す。透水係数

は既往調査結果などをもとに設定した値であり、事前の地下水解析（数値シミュレーション）に用いている。 
連壁下端部の風化花崗岩では被圧状態にあり、透水係数が 8.0×10-4cm/sec と比較的高い。このため盤ぶくれ防

止対策に必要な水位（盤ぶくれ許容水位 EL-13.1m）を得るには相当量の地下水を揚水する必要があり、またそれ

による周辺の地下水位の低下が懸念された。そこで、地下水位低下工法の比較検討を行い、高い揚水能力を持つ

SWP 工法により地下水位低下を図ることにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図１ 平面図                    図２ 断面摸式図 
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２．揚水試験 

SWP の機能評価を目的に揚水試験を 2 回実施した。その時の揚水量および地下水位のグラフを図３に示す。図

３の揚水量はノッチタンクの三角堰による測定値であり、2 つの SWP の揚水量を合計している。地下水位は間隙

水圧を位置水頭に変換し、これに圧力計の設置標高を加えた値（ピエゾ水頭、EL 表示）としている。 

1 回目の揚水試験は 4 月 8 日に開始した。開始直後（13 時 38 分）の揚水量は 2600L/min を記録し、その後は

漸次低下し 8 日 18 時に 74L/min、11 日 8 時には 43L/min を示し、以降、揚水試験終了（4/23）まで同レベルの 
揚水量であった。地下水位については連壁の内側の No.7 では 3 深度に設置の間隙水圧計のすべてで盤ぶくれ許容

水位 EL-13.1m より深い水位まで低下した。しかし、No.8 では 3 深度の間隙水圧計とも水位低下が小さく

EL-13.1mまで達しなかった。連壁外のNo.1では 3深度の間隙水圧計すべてで 50～60cm程度の水位低下であり、

事前の数値解析結果と概ね一致した。その他の連壁外の間隙水圧計（No.2～No.6）では No.1 と同様の低下もし

くはほとんど変動がなかった（グラフに表示していない）。 
No.8 の地下水位の低下が小さかったため、No.7、8、9 の近傍に新たに水位観測孔（W-1、2、3）を設置して 5

月 11 日より 2 回目の揚水試験を行った。この結果、No.8 の 3 深度の間隙水圧計では 1 回目の揚水試験と同様に

水位の低下は小さかったが、水位観測孔 W-2 では水位低下が大きく EL-13.1m より深い水位まで達した。 
No.8 の地点では地盤中に局所的な高圧力水の残留のあることが推察された。また、その後の本施工の掘削時に

は No.8 で示した水位には地下水は存在せず、盤ぶくれも生じていない。 
以上より、SWP 工法による地下水位低下は所期の目的を達していることが確認された。 
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                     図３ 地下水位および揚水量 
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